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議長定例記者会見の概要

（11月定例会）

日 時：令和３年12月13日(月)

10時55分～11時15分

場 所：議長応接室

【議長発言】

（中野議長）

本日はお忙しい中お集まりいただき、誠にありがとうございます。

本日で11月定例会が終了いたしました。知事提出議案については、原案どおり本日可

決となりました。

一般質問では、17名が質問いたしまして、非常にグレードの高い質問だったかなとい

う気がいたします。また、答弁の中で、知事が４期目を目指すという出馬表明もされま

したが、それが一番大きな目玉であったと思っております。

議員発議案も本日提案されまして、御承知のとおり、可決されました。

新型コロナウイルスの第５波が終わって、宮崎県においては43日間も、新規感染者数

ゼロが続いておりました。先日１件ずつ、２日間にわたって発生しましたが、またそれ

から今日までずっとゼロということで、第６波やオミクロン株を気にしながらではあり

ましたが、意外と平穏な中での議事であったと思っております。一方で、さっき言った

オミクロン株等も、特に宮崎県では、濃厚接触者が出たことですし、市中感染等がない
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ようにと願っております。

また今回の定例会から、宮崎市選挙区の補欠選挙で選出された、２人の議員に加わっ

ていただきました。山内議員については早速、一般質問に立たれましたが、取材に基づ

いた質問をされていて、個人的には、さすが元新聞記者だなと思いました。我々も次の

質問のときは、しっかり取材をして質問しなければならないなとつくづく思ったところ

です。川添議員も、ほかの議員も、彼女に負けないように、丁々発止ができるような質

問をしていかなければならないな、と思ったところであります。

以上申し上げまして、私の御挨拶といたします。

【質疑応答】

（宮崎日日新聞）

議長も言及されましたが、今回、知事が４期目の立候補表明をされたが、議長として

は、どのように受け止めていますか。

（中野議長）

今までの３期11年間を見ると、そつなく県政の運営をされているなと評価をしている

ところであります。選挙までまだ時間がありますし、また私たちも、自民党の党員でも

ありますから、党としてどうするかということが決まってから、我々の態度も整理して

いきたいと思っております。

（濵砂副議長）

国選の知事は別として、歴代知事の中で３期続いた知事は、黒木知事、松形知事、河

野知事ですが、それなりにそつなくやってこられたと思います。個々の問題については

議長のお話と同様に、私も、自分の所属する団体の動向を見極めながら、決めていきた

いと思いますけれども、評価としては、そつなくやってこられた、というふうに思って

います。

（中野議長）

余計なことを言えば、一般質問の中で、戦前・戦後の歴代知事の評価を問うものがあ

りましたよね。その答弁の中で、私と同じえびの市出身の松形知事を特に評価していた

だきましたので、非常に私の個人的感触はいいところであります。

（ＵＭＫ）

知事が３期から５期連続して務めるというのは、長期ではないかとされる一つの節目

だと思うのですが、長く議員をされていていろんな知事を見られる中で、どのように受

け止められていますか。

（中野議長）

昔は全国的にも、知事は長期が当たり前で、６期・７期という人がおられました。も

ちろん宮崎県にも、さっき言ったようにおられました。平均的には４期ぐらいだったか

なと思います。それからいつの間にか、首長は３期という風潮になっておりますが、３

期というとたった12年間ですからね。新陳代謝を図らないといけませんから、５期・６
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期となると本当に長いと思うけれども、私は、４期あってもいいのではないかと思いま

す。４期は16年ですから、長期には違いないと思いますが、いつも真摯な気持ちで、仕

事に取り組んでいけば、実力を発揮するのは３期４期だと思います。

例えば松形県政ですが、私の地元出身の知事ということもあって、議員になってから

ずっと、内容を吟味してきました。１期２期は本当にあっという間だったと思うのです

が、３期目でいろいろ準備をして、４期目からカラーが出てきたなと思っています。例

えば宮崎大学農学部跡を文化公園にして、文化施設をいろいろつくられました。そうい

う中から、国際音楽祭も生まれたし、若山牧水賞もできました。そういう意味では、本

当のその人の実力が発揮されるのは４期目だと思っています。

４期目に大きな成果を出してもらえば、県民のためにも県政のためにもすばらしいと

思います。全国知事会の要職である、地方税財政常任委員長もされていますからね。宮

崎県に傾斜的に予算を、というわけにはいかないとは思いますが、そういうことを期待

しています。

（ＵＭＫ）

やっぱり４期までは許容範囲内ということでしょうか。

（中野議長）

長期かどうかという観点では私も長期だと思いますが、この12年間の成果を基にすれ

ば、脂の乗り切った、すばらしい政策ができると思っています。

仮に松形知事が３期でやめていたら、果たして牧水賞がつくられたのか、農学部の跡

地がどう開発されたのか。４期されたからこそ、そういう成果が出た。その４期目を目

指す河野知事ですから、何をされるかわかりませんが、非常にいい政策が出てくると期

待しております。

（ＵＭＫ）

国勢調査の確定値が出て、非常に厳しい結果だと県もコメントをしていました。我々

も、日常生活で感じる県内の高齢化が、データとして裏づけられたなと感じております。

河野知事は人口減少対策をずっと言ってこられていますが、こういった環境は、４期目

で一気に花開いたとされる松形知事の時とは大きく違うのではないかと思います。どの

ように考えていますか。

（中野議長）

中山間地域、山間地ではなおさらですが、人口減少はずっと続いている課題です。ど

こかで歯止めをかけないといけません。減少の流れは変わらないと思うのですが、減少

に減少が重なって、果たして村落が維持できるのか、という厳しい環境であると思いま

す。知事も、３期目の公約の第一番目に人口減少対策を挙げていました。今後もそれに

一生懸命取り組むということも先日の発言の中にはありましたが、本気で取り組んでも

らわないといけない。これは日本のどこでもそうなっていますからね。「ポツンと一軒

家」というテレビ番組を見ましたけれども、ああいう状況になってしまっています。何

とか、それぞれの山間地、あるいは中山間地が活気を取り戻せないかなと思っておりま
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す。

産業構造との関わりで、人口が増えて過密になるのか、あるいは過疎になるのかとい

うのは、働く場の有無の問題です。なので、未来に合った、働く場を中山間地域に作れ

ないかと考えているところです。

日本のＧＤＰがかなり下がっていますが、30年くらい前だったか、国民総生産（ＧＮ

Ｐ）が基準だったのが、国内総生産（ＧＤＰ）に変わりました。日本企業がたくさん海

外に出ているわけですから、ＧＤＰがなかなか増えていかないわけです。昭和40年代の

初めに、西側諸国の中で３位で、昭和44年頃に、西ドイツを抜いて２位になった。あま

り伸びなくなってからもう30年近くになるけれども、30年前、アメリカと日本の総生産

を合算すれば世界の40％、そのうちの15％ぐらいは日本だったのではないですか。今は、

ちょっと記憶も確かではないけれども、５～６％ではないですか。世界全体で産業が膨

らんでいますから、その中で足踏みをしていれば、日本の比率は下がりますね。

このコロナ禍で、国内生産しなければならないものがたくさんある、と色々言われて

いますが、コロナが収まった後、また海外中心に戻ってしまうと、地方はどんどん疲弊

して、人口が少なくなっていくと思っています。だからそういう働く場を地方に持って

こないといけないと考えているところです。

（宮崎日日新聞）

県議会議員宮崎市選挙区の補欠選挙の投票率について、どう受け止めていますか。

（中野議長）

投票率が18％だったが、82％の棄権者がいたことに危機感を持っております。宮日新

聞さんもいろいろアンケートをとっておられて、項目が色々出ていましたけれども、そ

ればかりではないだろうとは思っています。１年半後の統一地方選挙に、悪いほうに影

響しないように反省して、投票率が上がるように、我々議会も、選挙管理委員会も一緒

になって、いろいろやらなければならないと考えています。

個人的には、来年度は、そのことに取り組むような議会の会議体のようなものができ

るといいが、と希望的観測を持っております。例えば特別委員会に、そういうテーマの

ものを一つ加えるとか。ボトムアップの議会ですから、議長としての提案というわけに

はいきませんが、一議員として提案するつもりです。

（濵砂副議長）

39名を選ぶ選挙ではなく、２名を選ぶ選挙でしたから、宮崎市内40万人の方々がこの

２名を御存じかどうかというのもありますので、一概に今回だけをとらえて、投票率の

低下というのは、ちょっと違う面があるのかなと思います。同じ宮崎市選挙区でも、定

数12名に対して15名が出てくるとなると、もっと上がるのだろうと思います。今回は、

補欠選挙で定数が2名で、衆議院議員選挙も重なって、といったことがあったので、通

常よりも低かったのかなという気がします。

宮崎市の通常選挙で30％ぐらい、都城市でもそのぐらいではないですかね。だから、

今お話があったように、もう少し選挙に対する気持ちを引き上げるような啓発活動も必
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要だろうとは思いますけれども、今回の場合は、いろんな要因もあって、本来は定数12

名のところが定数２名の選挙であったということからしますと、仕方がなかったのかな

と思っています。ただ今後、投票率を引き上げる方法について、検討する事は必要だと

考えているところです。


